
 

令和８年度家族計画・母体保護法指導者講習会プログラム 
 

日時：令和8年12月5日(土) 13:00～16:00 

                    場所：日本医師会館 大講堂（集合開催） 

 

 

１．開会（13：00)  司会：濵口 欣也(日本医師会常任理事) 

 

２．挨拶（13：00～13：10） 

  日本医師会 

こども家庭庁 

日本産婦人科医会 

 

３．シンポジウム（13：10～15：20） 

座長：濵口 欣也（日本医師会常任理事） 

   落合 和彦（日医母体保護法等に関する検討委員会） 

 

テーマ「変わる医療と変わらない使命」 ～母体を守る、その原点へ～ 

 

（１）経口妊娠中絶薬について 

①経口妊娠中絶薬の運用システムを中心にー研修を行うにあたって（仮題）(40分) 

石谷 健（医療法人社団こうかん会日本鋼管病院婦人科部長／日本産婦人科 

医会常務理事） 

   ②経口妊娠中絶薬の適切な使用体制のあり方等に関する研究（厚労科研）の報 

告（仮題） （20分） 

    林 昌子（日本医科大学多摩永山病院 女性診療科・産科准教授／日本産婦人科 

医会常務理事） 

 

（２）医賠責事例から学ぶ人工妊娠中絶の留意点とリスクマネジメント（仮題）(40分) 

   平田 善康（日医医師賠償責任保険調査委員会委員/日本産婦人科医会常務理事） 

 

（３）母子保健行政を中心とした指定発言（妊産婦への伴走型相談支援や妊婦健診を 

含む）（仮題） （20分） 

田中 彰子（こども家庭庁成育局母子保健課長） 

 

（休憩）10分 

 

４．討 議（15：20～16：00） 

 

５．閉 会（16：00） 


